佐賀方言戯作の終助詞バイとバン by 江口, 泰生
佐 賀 の 方 言 戯 作 の 中 で も 注 目 さ れ る の
が、
蒲 原 大 蔵 （ 一 編 舎 十
九一
七 八 三 1 一 八 五 七 ） の 諸 作 品 で あ る 。 「 佐 賀 県 近 世 賓 科」
第 九 編 第 一 巻 （ 佐 賀 県 立 図 杏 館 二 0 0 四 ） で 網 羅 さ
れ 、
田 中 道 雄
等 に よ る 翻 刻 ・ 解 説
． ． 
注釈が行 わ れ て 利 用 し や す く な っ た 。
こ こ
で は 、
そ こ に み ら れ る 終 助 詞 バ イ と パ ン の 用 法 差 に つ い て 述 べ て




バ 」 （ 双 文 社 ） や 篠 崎 久 防 一 九 九 七 「 長 崎 方 言 の 歴 史 的 研 究 」 （ 長
綺 文 献 社 ） の 研 究 が あ る 。
終 助 飼 パ イ と パ ン の 述 い と し て は 次 の よ う な 指 摘 が あ る 。
小野





「待 遇 関 係 で 目 下 へ 」 （ 「 九 州
地 方 の 方 言 」 ・ 国 密 刊 行 会 ）
と い う 待 遇 差 、
小 野 志 呉 男 一 九 五四「佐賀県方 言 区 画 概 観 」 （ 「 佐
賀 大 学 教 育 学 部 研 究 論 文 集 j 4 ) 、
江ロ一九八九「九州方言研究
史佐
賀 県 」 （ 「 九 州 方 言 の 史 的 研 究
j
桜 楓 社 ） で 『 滑 稽 洒 落
一
寸 見 た 夢 物 語」 で 地 域 差 を 指 摘 し た 。 中 村 松 里 編 二 0 0 五 「 即 訳 ー
佐賀方言戯作の終助詞バイとバン
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蒲 原 大 蔵 戯 作 中 の バ イ と パ ン の 用 例 数 は 左 表 の と お り 。
ふ く お か 方 言 集 」 （ 西 日 本 新 岡 社 ） で も 地 域 差 が 指 摘 さ れ て い る 。坂 口 至 （ 熊 本 大 学 ） 直 談 で は 、 「 長 崎 市 内 で は パ イ 専 用 （ 相 手 がい よ う が い ま い が 使 え る ） 、
周 辺 で は パ ナ （ 必 ず 相 手 に 投 げ か け
る ） 」 と い う 。
以 上 は 現 代 方 言 か ら バ イ と パ ン を 且
nim al
p ai r 
(最
小 対 ） と 位 樅 づ け て の 記 述 で あ る が 、
歴 史 的 な 観 点 を 導 入 し て み
た ら ど う な る の か 、
と い














そ こ か ら 推 論 し て 気 づ い た 内 容 に パ イ
が接続する用法。（ 「 蒟 麓 か ら す 」 と い う 言 菜 を 受 け て ） ゑ す か ( 11 恐 ろ し い ）横 道 な 烏 バ イ の ふ （ 評 番
882)
( 8 ) 相 手 の 首 葉 か ら 相 手 の 評 価 に 気 づ く 。
推論が働いているの




相 手 の 言 葉 を 全 否 定 す る 用 法
u
相 手 の 酋 葉 へ の 評 佃 ゜
（ 方 言 が 通 じ ず ） い っ ち よ ふ で も ( 11 少 し も ） 分 ら ぬ パ イ （ 伊勢711)
物 を ） つ か ま せ た
次 に パ イ の 上 接 部 分 を 検 討 し て み る と 、 多 く が 無 意 図 的 、
状 態
を 表 す 文 に な っ て い る 。【 名 詞
】
（ そ こ は 銭 を ） 欲 し が る 所
袖がないもの





見 事 に た ば か っ た
（ お 前 は ） 無 理 な こ と を す る
（お前は偽（ 野 狐 に ）
歩 み た ホンマ
（ 「 虎 と 竜 の 細 工 」 と い う 言 菜 を 受 け て ） 虎 パ イ の ふ （ 評番 8
化 か さ れ た誰 儀 と 見 え る




パ イ は 現 場 （ な い し 仮 想 現 場 ） に お
い て 視 党 梢 報 や 相 手 の 言 業 （ な い し は 批 間
一般に言われている言
業 ） で 気 づ い た こ と 、
推 諭 し た こ と を 述 べ る 場 合 に 用 い ら れ る た
め と 思 わ れ る 。
以 上 を 秘 め る と 、
見 た 事 を 述 べ る 、
見た事を証拠として結論す
る 、
闘 い た 事 を 述 ぺ る 、
冊いた事を証拠として結論するなど、
全
体 と し て は 見 た り 開 い た り し て 気 づ い た こ と が パ イ の 主 た る 用 法になっていると思われる。- ―`
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え ば 本 居 宜 長 「古 今 集 遠 鋭 」 俗 語 訳 が 気 づ き の ケ
リ を ワ イ で 訳 し て い る こ と と も 合 致 す る の で は な か ろ う か 。
雛烏がおったところじゃろう
盲 じ ゃ ろ う
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